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問 1 (20 点)

ハミング復号にもちいる復号系列 (decoding sequence) を a = 0001111,b = 0110011, c = 1010101 とする．x がハミング符号の符号語であり，
誤りなしに受信された場合，x · a,x · b,x · c を 3 桁の 2 進数としてみたときの値がどうなるか答えよ．

問 2 (2-a 10 点，2-b 10 点，計 20 点)

長さ 8 の重みが偶数であるベクトル全てからなる 2 元符号の， a). 生成行列 G, と b). パリティ検査行列 H, を書け．

問 3 (3-a 10 点，3-b 10 点，計 20 点)

G =
( 1 1 0 0 0 0

0 1 1 0 1 1
0 0 1 1 1 0

)
を生成行列とする符号 C について，以下の問に答えよ．

a) G の左標準形 G′ を求めよ．

b) C のパリティ検査行列 H を求めよ．

問 4 (4-a 10 点， 4-b 5 点，4-c 5 点，計 20 点)

H =
(

1 0 0 1 1
0 1 1 0 1

)
を検査行列とする符号 C について，H によるシンドローム復号を行う．以下の問に答えよ．

a) 復号に使用するすべてのコセットリーダと，それに対応するシンドロームを答えよ．コセットリーダの選び方には自由度があるがどれでも良い．

b) 上で答えたコセットリーダーを使って (00101) を復号せよ．

c) 上で答えたコセットリーダーを使って (01100) を復号せよ．

問 5 (5-a 6 点， 5-b 7 点，5-c 7 点，計 20 点)

G = ( 1 1 1 ) を生成行列とする符号 C について以下の問に答えよ．

a) 符号語をすべてあげよ．

b) この符号のパッキング半径 (packing radius) を答えよ．

c) この符号の被覆半径 (covering radius) を答えよ．


